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菌 體 成 分 に 關 す る 硯 究 （as・6 報 ）

放 線 菌 菌
』
體 成 分 k： 就 て

齋 藤 耀

（大 阪 學 藝 大 學 化 學 科）

　　 縮　　　　 君

　放線菌 は菌類分類墜 ヒ眞菌 と細菌 とQ 中悶 に 位置 し、 寧ろ細菌 に 近縁の
’
もの とさ れ て い るが ，

菌 糸の分岐す る こ と及び胞子形成法の異 なる黜 よ b細菌 と區別せ られ て い る．
“ StreptomYcin ”’

の發見以來 StrePtomyces 矚菌種 の 内 に 特殊の 抗菌性物質の 生産す る事實が相綾 い て知 られ ， 研

究對象 として 廣 く採 り上げ られ る に 到 つ て い る．然 る に そ の菌體成分及び代謝機能に就い ては未

だ解明せ られぬ 部分 も多い と考 え られ る の で ，

‘‘Streptomycin ”

生産菌で ある StrePtmyces　grt
’
・

seus 及 び
“ Chloromycetin

”

生産菌で あ る StrePtmyces　Pheachromogρnus の菌體成分に就 い て

以下 の 實驗を行 つ た．．、

　そ の結果 ， 眞 正菌 の現在迄に知 られ て い る菌體成分 と性状の 多少異な る點 は本實驗 の培養條件

下 で は粗 蛋白質の含有量が著 し く多量で あ るに 反して ， 粗脂肪の 生成量が比較的少 く， 不 け ん化

物特 に ス テ ・
一ル の 存在が認 め られ なか つ た．生成脂肪は脂肪酸グ リセ ラ イ ドで 脂肪酸は 主と し

て ス テ ア リ ン 酸で あ つ た，

　菌體の鹽酸 分解物中よ bグ ル コ サ ミ ン 鹽酸鹽を得 た故 に ， 菌體細胞膜は キ チ ン 質 を王成分 とす

る こ とが判 b， 此の 屬は 分類學上細菌 よ b も寧ろ眞正 菌 1こ近縁な る こ とが考 え られ る ．

實 　験 　の 　郡

　I　StrePtomyces　griceas 菌體成分 i二就い て

　（1 ）　試　　　料

　S ．griseus に よ る
“ Streptomycin

”
の タ ン ク培養中生域 し た菌體 を硅藻土 を混合 して 壓搾濾

過 した もの を 自己淌 化後 ， 天 然乾燥 した褐 色塊 歌物 を粉猝し ， 更 に 60℃ で 通風乾燥 した もの を使

用 した．その
一般成分分折の結果は次 の 如 くで あ る．

　　　水 　　　　　　分…　一・・＋・・一■・・・・…　　3．01％　　　　　　　蓐だ　　　　　分・・・・・・・・・・・・・・・…
　2095％（1圭藻ニヒ章昆7L）
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　　　　　　　　 （寮蘭 歯 體 成 分 に 關 す る 研 究 （第6報）

　　粗 脂 肪
…一 ……一 ・2：68％ 　　　粗 蛋 白 質

・…・…・………55．37％

　　粗 繊 維 分
………………18．45％ 　　　可溶 性無窒素物…一 …・・0．79％

　　Vitamin 　B1…・・……・… 0．45γ／g （パ ーム チ ツ ト使用チ オ ク ロ ーム 法）

　　vitamin　B2 ……………存在せ す （ル ミ フ ラ ビ ン 法）

　　Sterol……………・”……痕跡 （LIEBERMAN 　N −BuRcHARD 反應 に よ る比 色法）

（2 ）　粗脂肪の 檢索

く31め

菌體乾燥勃1kg （水 分 3．01％）を メ タ ノ ール 4．5　tで 3 回熱時抽出す る．メ タ ノ ール を溜去後31

の エ ーテ ル で 數回振盪抽出 し，
エ ーテ ル を溜去 して エ ・：テ ル 可溶性粗脂肪分 7＆Og （菌體の 8．04

％） を得 た．そ の 性朕は

　　　外　　　貌………赤褐色牟固状物 　　　　比 　　　重…………・；一一〇．9352（15℃ ）

　　　凝　固　點 ……………… 1．8℃ 　　　　 融　解　點・………・…・…5．5℃（POHL氏滴點法）

　　　酸 　　 價………………147．5 （オ レ イン 酸 として 74．21％）

　　　け ん イ匕｛賈・・・・・・・・・・・・・・・…　210．4　　　　　　　沃 　　度 　　f賈・…　
‘・・・・・・・・・・…

　30．59

　　　混合脂肪酸の 平均分子 量
………………3803

　こ の 粗脂肪 65．09 をユ6％ ア ル コ ール 性 NaOH で 4 時間煮 沸け ん 化 し， 冷却後多量の水で稀め た

後 31の エ ーテ ル で 反覆抽出 し，
ヱ 　P 一テ ル を分離洗滌脱水 した後 ，

エ ーテ ル を溜去す る．不 けん

化物 2．559を得 た．（粗脂肪の 3．92％．菌體の 0．31％）

　不けん化物に就 い て LIEBERMAN・BuRcHARD 法 に よ る 呈色反 應を見 tこが O．021％以下で あつ た ．

不けん化物か らは結晶歌態の Sterolの存在は 認 め られす ， ア ル コ ール
，

エ P テ ル 及びア セ トン

或は 之等 の 混合物 よ り3〜 4回精製 し結 晶化 を試 み た が Stero1の 結晶は得 られ なか つ た．

　けん化物は鹽酸で 中和後 ， 固體脂肪酸 39．Ogを分離 し得た．

　　　融　　　　　　點・・・・・・…　25！6
°
　　　中　　和　　價

・・・・・・…
　21．25　　　　沃　　素　　i賈・・・・・・…

　24．23

　熟湯で 洗滌精製し 25g の 箇體脂肪酸を得た．こ の 22g を無水 メ タ ノ ール 及 び濃硫酸 とで 2 時間

煮沸 し て 生成 し た メ チ ル エ ス テ ル を減墜蒸溜に 附 した．

瀰 苳6．5mmHg

　 190〜 210℃ の 部分 は再溜す る と， 大部分 192〜198℃ で 溜出 し，

近 以す る．之を5％ ア ル コ ”ル 性 KOH で けん 化 し て 得た もの を ア ル コ 尸ル か ら2 回再結晶 して

融點67〜 8℃ の 白色遊離脂肪酸を得た 。

　　　中　　訴口　　f霞一・…　一・・・・・・・…　lg7　（試料 1．5985　g 駅要 N ！2　KOH 　11．27cc）

　　　 β十算分子量一・・…　触
・・一一・・…　285

ス テ ア リ ン tw　ClsH3602 （中和 價 197．3．分子量 284．3＞に 一致す る・

　団體脂肪酸 を分離 した 濾液は エ ーテ ル 抽禺 し ，
エ ーテ ル を乾燥溜去後 ， 湯浴上 で 濃縮 し， 冷時

析出す 礁 鞭 を濾過 硬 膿 縮 して シ ラ ツ 撒 とした もの は ・
；
’
x ・ ド リ ン 反應陽性 ・

、
WWtW

乏 加熱す れ ば ア ク ロ レ イ ン 臭を發し，
プ ロ ム カ リ サ ル チ ル 酸に よ るグ リセ リン 特性反應（DEMGE

の 反應） は陽性で グ リセ リ ン と認 め られ た ．

　 （3）　菌體細胞膜の組成

　睨 脂菌體 809 を20％濃鹽酸 400cc と湯液 髭で 1 時間加澀分解 し 1 夜放置後減壓濃縮す 6
：
炭末

を加 えて 脱色濾過後更 に灘 麝し シ ラ ッ プ ilkとす る．氷窒に 冷却後粗結晶7．4gを得 た ．之 を水 よ り

沸　黠　　　　　牧　量

185〜190℃ …・……・・3．39

190〜200℃ …………9．79

200〜 210℃ …………4．3g

　　　　　　　　 ス テ ア リ
’
ン 酸 メ チ ル エ ス テ ル に
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〈312） （齋藤） 菌 腫 成 分 に 臨 す る 研 究 （第6報）

2 回ボ稀鹽酸よ り1回再結晶す ればグ ル コ サ ミ ン 鹽酸鹽の 特長あ る双 晶結晶が析出す る、牧量 2β2

9 （乾燥菌體の 3．1％）

　FEHLING 氏溶液を強 く還元 し その オ キ シ ム 鹽酸鹽は 融點 165
°
を示 した の で グ ル コ サ ミ ン 鹽酸

鹽と認 め た．

　ll　StrePtomycθS　Pheachramogentts菌體成分 に就 い て

　（1） 試　　　料

　S．Pheochromogenusの タ ン ク培養中生成した菌體を壓搾濾過 し， 自己滔化後， 天然乾燥 して

得た暗緑黒色塊歌物 で その 一般成分分析の結果 は家 の如 くで あ る．

　　　 コJ〈　　　　　A・・一・・・・・・…　。■■・…　16．00％　　　　　　7X　　　　　分 ・・・・・・・・・・・・・・・…　15．50％

　　　 粗 脂 肪一………・一 ・・0．56％　 　 　 粗 蛋 白 ．質 ………………57．37％

　　　 粗 繊 維 分 …………… 26．17％ 　 　 　可溶性無窒素物 …………0．40％

　　　 Vitamin 　B1……一 ・・O．75γ1g（チ オ ク ロ ”ム 法）

　　　 Vitamin 　B2 ＿．＿．．・．・存在 せ す・ （ル ミ フ ラ ビ ン 法）

　　　 Stero1・………・……・…存在 せ す （LIEBEItMAN　N −BuRcHARD 法）

　（2）　菌 　信豊　油　　月旨

　菌體 550g（水分 16つ％） を實驗 1（2） と同樣 な方法で メ タ，ノ ’ル 3　1， 次で エ ーテ ル 2t で抽 出

しエ ーテ ル 可溶性油分 として 21．29 （菌體の 4．6％）を得た．

　　　酸　　　價
…………・…・・100．4　　　 け ん 化 價……・

∵
一 ・…159．0

その 14．79 を16％ ア ル コ ール 性 NaOH で けん化 し エ ーテ ル 抽出液 よ り不 けん化物 O．7189（粗脂肪

の 4．89％）．を得 た．その ク ロ ロ ホ ル ム 溶液は LIEBERMAN 　N 反應陰性 で Sterol の 存在 を示 さ なか

つ た ．

總 括

　（1）　タ ン ク墸養 た依 b得 られた StrePtomyces　g漉 θκs 及び StrePtomyces　Pheochremogentss

菌髑の 一般 戌分分折の結果 ， 粗脂肪 （2．68％ ， O．56％）可溶性無窒素物 （O．79％ ，
　 O．40％）の含有

量著 し く少 な く， Vitamin　B1 及 び Stero1の存在は殆 ど認 め られす叉 Vitamin 　B2 は存在 し

なか つ カ．

　（2）　ヱ 卩テ ル 可溶性脂肪は グ リセ ラ イ ドで 脂肪酸は 主 として ス テ ア リ ン 酸で あつ た．

　（5 ） 薦體鹽酸分解物 よ リグ ル コ サ ミ ン 鹽酸鹽の 結晶を得 た． （菌 體の3．1％ ）帥ち菌體細胞膜

は キ チ ン 質 を含 むこ とか ら StrePtomyces麗は眞 正菌 に近隊な る こ とを示唆 せ しめ る J−
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「

　 （絡 りに 賓驗 に 御 便 宜 を與 え られ た 大 阪府 立工 業 奨勵館長 佐藤正 典博士及び 菌體 を御惠 與 下 され た醗酵研

究所長 佐藤 喜 吉樽 士 に 感 謝 し ます．）

菌 鱧 成 分 に
・
關 す る 研 究 訂 正

本誌掲載箇所

第1報 ， 27卷 、209頁

1

第 3 表 を書 吹 む

疋

　 融 點 　145
°
試料 3．0275nlg　CO2L

　　　 8，9803mg　H202 ．9720mg

　　　 C80 ．88％ H 工0．98％

　　　 試料 3．〔瞞 Omg 　 CO29 ．0592

　　　　mg 　 H202 ．934GmgC80 ．61

　　　　％　　耳10『71％
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（お 井） 緻 庄 物 の カ ロ
’

チ ン 生 崖 に 關 す る 研 究 （第 2報）

210頁，7行

同　16行

第 2報，27巻 ， 328頁 下 よ b8行

第4報 ， 28卷 ，
197頁，本 文 6行

　 　同　 7行

199頁，14行

　　　　　　　 2DO頁，最下 行

第5報，28巻，238頁 冫 下 よ り10行

　　 　　 　　 239頁 ， 下 よ り4行

略 純 エ ル ゴ ス テ リ ン と見做

し得 る

株 ど 10σ％ に 近 く エ ル ゴ ス

テ リ ン と見倣 し得 た

m ．P，143

・鑑

・ ｝齢 跏

H10 ．96％

〔・〕皆
1白 耳

CZADEK

（313）

融 點 ．156°試料 2．9414mg 　CO2

　 　 8．6594mg 　H202 ．7349mg

　 　 C80 ．28％　　H 　10．40％

　　 試料 3、0312mg ・CO 挈89705

　　 mg 　H202 ．9382mg 　C80 ．28

　 　 ％ 　H10 ．40％，　エ ル ゴ ス テ リ

　　　ン C2sH 鼠 02 ・H20 と して

　　 C81 ．16％，　H1 工．11％

椎茸 よ り得 た純 エ ル ゴ ス テ リ ン と殆コ
　
．
　 コ　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 の　 　　 　　 　　 ’　 ■　 ロ

ど同 等 と見f故 し得 る　　　 ゆ　　 　

椎茸 よ う得 た純 エ ル ゴ ス テ リ ン と殆
　　 コ　

サ
　
．
　 の　 ’　 　　 サ　 の　 コ　 　　 ■　 ．　 　　 ロ　 ロ

ど同等 と見 做 し得 た

m ，P，1荏3 　 ■

・｛誌・82m ・
　　 ●　●●

E 塩 躯 ・m ・
− 32・

　　　7●　，

H11 ．96％

〔a 〕
’

i5，

1白金 耳　 ■
CZAPEK

微生物の カ ロ チ ン 生産 に關する 研 究 （第 2 報）

吸 青 分 析 用 ア IV ミ ナ の 活 性 化 及 び 再 生 法

石　井 　隆　一 　郎

（大 阪 市立 衞 生 研 究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔D 　緒 　　　　 言

Caroteneの 定 造を行 うに は 先す擂碎 し た 試料を有機溶媒に て 浸出し次 に分相法 に よ っ て Caro・

tene を Petroteum　ether 粗に 移行せ し め た後 に之 れを吸着分 析に よつ て 他 の Carotenoid

pigments と分別する 必 要があ る． こ のCarotene の 吸着分析 に使用す る吸 着劑 として は從來酸

化 マ グ ネ シ ウ ム
， 炭酸 カ ル シ ウ ム

， 淌石友 ア ル

』
ミ ナ 及び 活性炭等が 川 い られ我が 國で は

一
般に

ア ル ミ ナ が 探用 さ れ て い る が特 に Carotene 分別 用の ア ル ミナ は 市販 さ れ て い な い ．藤田
1）

は こ

の 目的 に は Merck 製品 （最純卿 沁 を最適 として い る が 入手 しが た い ．父國産 品 として は 化 學

用武田化學製品を活性化すれば Merck 製 晶 と同樣 に 使用出來 る が武 田化學の 吸着分析用 は こ の

目的に、は適 しない と述！《て い る．然 し實驗に 使用 した吸着分析用ア ル ミ ナ は保存中己Al203 。 1．5

H20
’
がら A120s ・ 3H20 に變化 した もの か もしれ な い と註記 して い る．

　著者 も Carotene の 吸 着分析 に當 り武田化學製の吸着分析用 ア ル ミナ を使用 した が そ の 目的を

逹す る場合 も あ り叉不 適當で あ る場合に も遭遇 した．叉古 い 製品が こ の 口的 に 逋 し新ナこに 入手し
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一Eleotronio 　Library 　


